
新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

 

事業名  一般国道１８１号江府
こ う ふ

道路 
事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
 鳥取県 

起終点 
 自：鳥取県日野

ひ の

郡江府
こ う ふ

町佐川
さ が わ

 

至：鳥取県日野
ひ の

郡江府
こ う ふ

町武庫
む こ

 
延長  ４．６ｋｍ 

事業概要  

 江府
こ う ふ

三次
み よ し

道路は、鳥取県日野
ひ の

郡江府
こ う ふ

町から広島県三次
み よ し

市へ至る延長約９０ｋｍの地域高規格道路である。 

江府
こ う ふ

道路は、江府
こ う ふ

三次
み よ し

道路の一部を構成し、中国縦貫自動車道及び米子
よ な ご

自動車道と併せて循環型のネットワ

ークを形成する延長４．６ｋｍの２車線バイパスである。 

事業の目的、必要性  

江府
こ う ふ

道路は、線形不良や人家連担、近接したＪＲ踏切等により渋滞、事故が多発していること、また、事前通

行規制区間（連続雨量200mm以上）や防災点検要対策箇所（４箇所）があり、交通の隘路区間となっていること

から、早急にバイパス整備を行う必要がある。 

全体事業費  １３０億円 計画交通量 8,800台／日 

事業概要図  
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新規評価箇所
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関係する地方公共団体等の意見  

鳥取県西部地域と広島県備北地方間の連携強化、交通の円滑化等による地域の活性化を促す本事業に対しての

地元の期待は大きく、「地域高規格道路江府
こ う ふ

三次
み よ し

線建設促進期成会」や「日野
ひ の

地区幹線道路整備促進協議会」を

結成しており、平成１６年６月３日の期成会総会においては、早期整備に向けた積極的な要望活動の実施等につ

いて決議がなされている。 

 
事業採択の前提条件  

 費用対便益：便益が費用を上回っている。 

 円滑な事業執行の環境：地元推進体制が整っている。 

事業評価結果 

 

総 費

用 
１１２億円 総便益 １９７億円 基準年  

Ｂ／Ｃ １．８ 事業費： １０７億円 

維持管理費： ５億円 

走行時間短縮便益：１６３億円

走行費用減少便益： ２８億円 

交通事故減少便益： ６億円 

平成１６年 

交通量変動 B/C=１．６ （交通量－１０％） B/C=１．９ （交通量＋１０％） 

事業費変動 B/C=２．０ （事業費－１０％） B/C=１．６ （事業費＋１０％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C=１．９ （事業期間－２０％） B/C=１．６ （事業期間＋２０％） 

評価項目 評価 根拠 

線形不良や人家連担、近接したＪＲ踏切等による渋滞を解消する。 

渋滞対策 ◎ 

渋滞損失時間の改善  約２３万人時／年 → 約２万人時／年 

1kmあたり渋滞損失時間  約2.5万人時／年km（現況） 

鳥取県平均：約0.9万人時／年km（約2.8倍） 

全国平均 ：約2.0万人時／年km（約1.3倍） 

渋滞度曲線  鳥取県内センサス区間の上位２割に含まれる。 

その他の特徴  鳥取県内江府三次道路区間の国道中第１位の渋滞損失時間 

線形不良箇所や踏切近接交差点等で多発している事故を解消する。 

事故対策 ○ 
死傷事故率  約87件／億台キロ（現況）（死傷事故率比（県内平均比）1.73（現況）） 

鳥取県平均：約50.3件／億台キロ（約1.7倍） 

全国平均 ：約119.9件／億台キロ（約0.7倍） 

事故率曲線  鳥取県内区間の上位２割に含まれる。 

その他の特徴  通過交通が排除され、踏切近接交差点等、現道の安全性が向上する。 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 － 注目すべき影響はない。 

 

住民生活 ○
高次医療施設へのアクセス向上（三次医療施設：鳥取大学医学部付属病院（米子市）） 

（日野町～鳥取大学医学部付属病院の所要時間４０→３５分） 

地域経済 ○
江府町特産の大根、キャベツ、日南町特産の白ネギ、トマトの流通の利便性向上 

（日南町～米子市の所要時間６０→５５分） 

（Ｈ１５出荷量：大根882t、キャベツ363t、白ネギ214t、トマト491t） 

災 害 ○
事前通行規制区間（L=1.4km）、防災点検要対策箇所（N=4箇所）の解消（緊急輸送 

道路１次ルート） （Ｈ１２～１５規制実績：１０回（計２０時間）） 

環 境 ○
CO2の年間排出量が2,197ｔ/年削減される。 

通過交通の排除による渋滞の軽減により、沿道環境の改善が図られる。 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
主要な観光地へのアクセス向上（三次市～米子市の所要時間１３０→１２５分） 

（Ｈ１５観光客数：境港・米子市周辺(312万人)、大山周辺(130万人)） 

事業実施環境 －
注目すべき影響はない。 

 

 

採択の理由 
 費用便益費が１．８と、便益が費用を上回っているとともに、地元推進体制も整っていることから、事業採択

の前提条件が確認できる。 

 また、当該事業箇所は事故対策の必要性・効果が高く、住民生活、災害時の対応等に対する改善効果が大きい

と判断できる。 

 以上より、本事業を採択した。 

 
 

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：鈴木 克宗     

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


